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は
じ
め
に

　

年
代
が
明
確
な
世
界
最
古
の
印
刷
物
と
し
て
知
ら
れ
る
、「
百
万
塔
陀

羅
尼
」
の
存
在
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
に
は
奈
良
時
代
の
八
世
紀
に

は
中
国
か
ら
印
刷
技
術
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
以
後
も
寺
院
に
お
け
る
内
典

を
中
心
と
す
る
出
版
活
動
が
行
わ
れ
続
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
で

は
南
宋
時
代
の
十
二
世
紀
頃
に
は
商
業
出
版
が
確
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る

の
に
対
し
、
日
本
で
商
業
活
動
と
し
て
の
出
版
が
本
格
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
四
百
年
以
上
も
遅
れ
た
十
七
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
っ
た
。
こ
の
年
代
的
な
大
き
な
ず
れ
が
、
日
本
と
中
国
の
書
物
の
あ
り

方
に
大
き
な
違
い
を
も
た
ら
す
要
因
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中

国
で
は
版
本
が
書
物
の
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
で
は

写
本
の
時
代
が
長
く
続
い
た
た
め
に
、
複
数
種
あ
る
装
訂
の
用
い
ら
れ
方

に
大
き
な
違
い
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

全
て
の
装
訂
は
中
国
で
生
ま
れ
て
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
用
い
ら
れ
方
は
日
本
で
独
自
な
展
開
を
遂
げ
た
よ
う
で
、
中

国
で
は
出
版
に
適
し
た
装
訂
が
他
を
駆
逐
す
る
か
た
ち
と
な
っ
た
の
に
対

し
、
日
本
で
は
写
本
制
作
の
目
的
に
応
じ
て
、
複
数
の
装
訂
の
使
い
分
け

が
行
な
わ
れ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
日
本
独
特
の
書
物
文
化
が
定
着
し
た
後
に
、
朝
鮮
半
島
で
発

達
し
て
い
た
活
字
印
刷
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
、
戦
国
時
代
の
終
焉
に

で
き
の
悪
い
古
活
字
版

―
慶
長
元
和
頃
刊
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
―佐　

　々

木　

孝　

浩
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よ
る
政
治
経
済
の
安
定
し
た
社
会
状
況
を
背
景
に
、
日
本
は
本
格
的
な
出

版
の
時
代
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
書
物
史
に
お
け
る
最
大
の
転

換
点
と
も
い
え
る
こ
の
時
期
に
、
書
物
が
出
版
の
普
及
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
な
変
容
を
見
せ
た
の
か
は
、
非
常
に
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。

　

出
版
の
商
業
化
が
も
た
ら
し
た
、
そ
れ
ま
で
の
寺
院
系
出
版
と
の
大
き

な
違
い
の
一
つ
が
、
外
典
の
書
目
の
増
大
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
川
瀬
一
馬
の
大
著
『
五
山
版
の
研
究
』（
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ
、
一
九
七
〇
）

に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
鎌
倉
・
室
町
期
で
も
少
な
か
ら
ぬ
外

典
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
ほ
ぼ
漢
籍
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
古
活
字
版
印
刷
の
画
期
的
な
特
徴
の
一
つ
が
、
平
仮
名
文
の
外
典
の

出
版
を
本
格
的
に
始
め
た
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
し
て
お

き
た
い
。

　

本
稿
で
は
、
写
本
の
伝
統
の
中
で
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
古
典
作
品

が
、
出
版
さ
れ
る
際
に
ど
の
様
な
変
化
を
見
せ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
、
あ
る
特
徴
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
窺
え
る

当
時
の
出
版
に
関
す
る
意
識
を
探
っ
て
み
た
い
。

一
　
古
活
字
版
に
お
け
る
『
新
古
今
集
』
の
位
置

　

十
六
世
紀
の
最
末
期
の
文
禄
（
一
五
九
二
〜
）
か
ら
十
七
世
紀
半
ば
の

寛
永
（
〜
一
六
四
四
）
に
至
る
約
五
十
年
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
活
字
出
版

物
を
、
そ
の
後
に
も
存
在
し
た
活
字
出
版
物
と
区
別
し
て
「
古
活
字
版
」

と
呼
ぶ
。
こ
の
期
間
に
営
利
を
目
的
と
し
た
書
肆
が
誕
生
し
始
め
た
と
考

え
ら
れ
る（

（
（

こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
の
時
代
を
日
本
の
商
業
出
版
の
揺
籃
期

と
称
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

古
活
字
版
は
初
期
の
も
の
ほ
ど
文
字
が
大
き
い
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
書

体
も
美
し
く
、「
嵯
峨
本
」「
光
悦
本
」
等
と
称
さ
れ
る
特
別
な
装
飾
料
紙

を
用
い
た
も
の
は
、
今
日
で
も
美
術
的
な
価
値
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
徐
々
に
行
字
数
も
増
え
活
字
も
小
さ
く
な
っ
て
い
く
の
だ
が
、
そ

こ
に
古
活
字
版
出
版
の
質
的
変
化
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

日
本
文
学
に
お
け
る
古
活
字
版
刊
行
の
重
要
な
意
義
の
一
つ
は
、
先
述

の
ご
と
く
、
平
仮
名
書
き
の
和
文
の
作
品
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
江
戸
時
代
の
文
学
や
学
問
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
は
言
う

ま
で
な
い
。
漢
字
よ
り
も
画
数
の
圧
倒
的
に
少
な
い
平
仮
名
活
字
の
制
作

に
、
物
理
的
に
大
き
な
障
害
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
日
の
我
々
の
感
覚
か
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ら
は
判
り
に
く
い
。
当
時
の
平
仮
名
書
き
は
連
綿
体
で
あ
り
、
筆
で
数
文

字
を
続
け
書
に
す
る
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
漢
字
や
片
仮
名
、
あ
る
い

は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
活
字
の
様
に
、
一
文
字
一
活
字
で
組
版
を
す
る
よ

う
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
連
続
活

字
・
連
綿
活
字
な
ど
と
呼
ば
れ
る
、
続
け
て
書
く
べ
き
数
文
字
を
一
つ
の

活
字
と
し
て
制
作
す
る
方
法
の
開
発
で
あ
っ
た
。
こ
の
技
法
が
ど
の
様
に

し
て
生
ま
れ
た
の
か
は
大
き
な
問
題
で
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る（

（
（

が
、
こ
こ
で
は
深
入
り
は
し
な
い
。
と
も
か
く
こ
の
技
法
を
用
い
る

こ
と
に
よ
り
、
平
仮
名
書
き
の
多
種
類
の
作
品
の
活
字
出
版
が
可
能
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
技
法
は
、
整
版
ほ
ど
で
は
な
く
て
も（

（
（

、
あ
る
程

度
は
筆
記
体
の
再
現
が
可
能
で
あ
り
、
特
に
初
期
の
平
仮
名
の
古
活
字
版

は
写
本
の
複
製
的
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
。

　

古
活
字
版
に
お
け
る
日
本
文
学
書
の
刊
行
に
関
す
る
傾
向
に
つ
い
て
、

古
活
字
版
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
名
著
で
あ
る
、
川
瀬
一
馬
『
増
補 
古

活
字
版
の
研
究
』（
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ
、
一
九
六
七
）
の
「
第
八
章　

国
文
学
書

の
活
字
開
版　

第
一
節　

国
文
学
書
活
字
開
版
の
発
生
と
其
の
意
義
」
に
、

興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。

　

其
の
国
文
学
古
典
開
板
の
勃
興
が
、
活
字
印
刷
術
渡
来
以
後
、
国

書
開
板
の
先
駆
と
し
て
現
れ
た
史
書
類
の
出
版
に
刺
戟
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
事
は
否
み
難
い
。
従
つ
て
最
初
、
国
文
学
古
典
の
刻
書
は
、

古
典
と
言
ふ
よ
り
は
、
寧
ろ
当
時
の
現
代
文
学
に
ち
か
い
中
世
期
の

軍
記
物
語
の
方
面
に
発
生
し
、
次
い
で
同
じ
く
中
世
期
の
随
筆
類
、

延
い
て
は
王
朝
文
学
の
作
品
の
開
板
に
及
ん
で
ゐ
る
。
之
は
、
一
に

は
当
時
の
武
家
階
級
の
要
望
に
基
く
も
の
で
あ
ら
う
が
、
又
一
に
は

活
字
印
刷
術
伝
来
以
後
、
近
世
の
印
刷
文
化
が
、
実
用
的
方
面
に
発

展
せ
ん
と
す
る
現
象
に
基
く
も
の
で
あ
つ
て
、
特
に
注
意
す
べ
き
点

で
あ
る
。

　

開
版
の
順
序
に
明
ら
か
な
傾
向
が
確
認
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
り
、「
総

じ
て
古
典
文
学
に
於
け
る
活
字
開
版
は
、
古
物
語
・
軍
記
物
語
・
草
子
・

随
筆
の
類
に
多
く
、
之
に
比
し
て
歌
書
の
類
は
当
時
流
行
し
た
連
歌
を
加

へ
て
も
な
ほ
極
め
て
少
数
で
あ
る
」
と
纏
め
ら
れ
て
も
い
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
珍
し
い
歌
書
、
し
か
も
古
活
字
版
で
刊

行
さ
れ
た
唯
一
の
勅
撰
和
歌
集
で
あ
る
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
、
二
種
あ

る
古
活
字
版
の
内
の
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の

版
本
は
、
非
常
に
興
味
深
い
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
古
活
字
版
の
性
格
、

ひ
い
て
は
出
版
の
意
味
や
意
義
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
事
例
に
な
る
こ
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と
が
期
待
で
き
る
。

　

先
の
川
瀬
の
指
摘
と
、
こ
の
版
本
の
古
活
字
版
に
お
け
る
位
置
を
確
認

す
る
た
め
に
、
や
は
り
川
瀬
の
『
増
補 

古
活
字
板
の
研
究
』
を
利
用
し
て
、

片
仮
名
を
含
む
仮
名
の
文
学
作
品
（
注
釈
類
は
除
く
）
の
古
活
字
版
の
種

類
を
次
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
版
種
は
全
体
の
数
を
上
げ
、
片
仮
名
活

字
の
も
の
は
（　

 

）
に
入
れ
て
そ
の
数
を
示
し
た
。

【
作
り
物
語
・
歌
物
語
】  

８
作
品

竹
取
物
語 

６
種　

伊
勢
物
語 
11
種　

大
和
物
語 

10
種　

宇
津
保

物
語
（
俊
蔭
巻
）
３
種　

源
氏
物
語 
４
種　

源
氏
小
鏡 

７
種　

狭
衣
物
語 

４
種　

住
吉
物
語 

４
種

【
歴
史
物
語
】  

４
作
品

栄
華
物
語 

１
種　

大
鏡 

１
種　

水
鏡 

１
種　

増
鏡 
１
種

【
軍
記
物
語
】   

７
作
品

 

平
家
物
語 

18
種
（
片
仮
名
５
）　

源
平
盛
衰
記
（
片
仮
名
）
３
種

　

保
元
物
語 

12
種
（
片
仮
名
２
）　

平
治
物
語 

11
種
（
片
仮
名
２
）

　

太
平
記 

15
種　

曽
我
物
語 

８
種　

義
経
記 

６
種

【
説
話
】　

４
作
品

宇
治
拾
遺
物
語 

１
種　

宝
物
集 

６
種
（
片
仮
名
１
）　

撰
集
抄 

７

種　

沙
石
集
（
片
仮
名
）
７
種

【
草
子
・
日
記
・
紀
行
】  

５
作
品

枕
草
子 

８
種　

徒
然
草 

19
種　

方
丈
記 

３
種　

十
六
夜
日
記 

１

種　

吉
野
参
詣 

１
種

【
和
歌
・
連
歌
】  

21
作
品

八
雲
御
抄 

１
種　

和
歌
題
林
抄 

１
種　

万
葉
集 

２
種　

見
咲
和

歌
集 

１
種　

百
人
一
首 

３
種　

左
大
将
家
六
百
番
歌
合 

３
種　

勅
撰
名
所
和
歌
抄
出 

１
種  

類
字
名
所
和
歌
集 

５
種　

新
古
今
和

歌
集 

２
種　

随
葉
集 

２
種　

分
葉
集 

１
種  

無
言
抄 

５
種　

匠

材
集 

４
種　

藻
塩
草 

３
種　

至
宝
抄 

５
種　

発
句
帖 

５
種  

新

撰
犬
筑
波
集 

７
種　

新
撰
菟
玖
波
集 

１
種　

我
師
集 

１
種　

宗

祇
日
発
句 

１
種  

い
ぬ
た
ん
か 

１
種

【
能
】  

３
作
品

 

花
伝
書 

５
種　

謡
本 

16
種　

久
世
舞 

２
種

　

こ
れ
を
一
見
す
る
と
、
和
歌
関
係
の
作
品
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
連
歌
関
係
の
書
目
が
豊
富
で
あ
る
た
め
で
あ
り
、
作
品
の
版
種
の
数

を
み
れ
ば
、
や
は
り
軍
記
物
語
や
歴
史
物
語
を
含
め
た
物
語
類
や
説
話
、

随
筆
の
類
が
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
省
略
し
た
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注
釈
類
を
加
え
れ
ば
、
そ
の
傾
向
は
一
層
顕
著
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
川
瀬

の
指
摘
通
り
、
古
活
字
版
に
お
け
る
歌
書
の
需
要
は
あ
ま
り
高
く
な
か
っ

た
こ
と
が
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
。

  『
新
古
今
和
歌
集
』
の
二
種
の
内
、
そ
の
最
初
の
も
の
は
活
字
の
書
体

や
形
式
な
ど
か
ら
、
川
瀬
が
推
定
し
て
い
る
よ
う
に
「
慶
長
元
和
」（
一

六
一
〇
〜
一
六
二
五
頃
）
頃
の
刊
行
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
慶

長
年
間
か
ら
（
と
い
っ
て
も
日
本
文
学
作
品
の
刊
行
は
慶
長
七
年
（
一
六

〇
二
）
以
降
で
あ
る
よ
う
だ
が
）、
元
和
末
年
（
一
六
二
五
）
頃
ま
で
の

刊
行
と
考
え
ら
れ
る
、
仮
名
作
品
の
古
活
字
版
を
、
や
は
り
『
増
補 

古

活
字
版
の
研
究
』
を
利
用
し
て
ま
と
め
た
の
が
次
の
一
覧
で
あ
る
。

【
作
り
物
語
・
歌
物
語
】

竹
取
物
語
（
第
一
種
本
）　

伊
勢
物
語
（
嵯
峨
本
）　

源
氏
物
語
（
伝

嵯
峨
本
）　

源
氏
小
鏡
（
嵯
峨
本
）　

住
吉
物
語
（
第
一
種
本
）

【
歴
史
物
語
】  

ナ
シ

【
軍
記
物
語
】

平
家
物
語
（
十
行
平
仮
名
本
、
同
下
村
本
、
同
中
院
本
）　

源
平
盛

衰
記
（
一
）　

保
元
平
治
物
語
（
第
一
〜
四
種
（
以
上
平
仮
名
）、

同
片
仮
名
十
一
行
本
）　

太
平
記
（
慶
長
七
、
八
、
十
、
十
二
、
十

五
年
刊
本
）　

曽
我
物
語
（
一
）（
二
）

【
説
話
】

撰
集
抄
（
嵯
峨
本
）　

沙
石
集
（
慶
長
十
年
刊
要
法
寺
版
）

【
草
子
・
日
記
・
紀
行
】

清
少
納
言
枕
草
子
（
第
一
種
本
）　

徒
然
草
（
雲
母
摺
本
、
嵯
峨
本
、

慶
長
十
八
年
刊
烏
丸
本
、
慶
長
中
刊
十
、
十
一
、
十
二
行
本
）　

方

丈
記
（
嵯
峨
本
二
種
、
慶
長
中
刊
本
）

【
和
歌
・
連
歌
】

万
葉
集
無
訓
本
（
慶
長
後
半
期
）　

見
咲
和
歌
集　

百
人
一
首
（
嵯

峨
本
）　

無
言
抄
（
第
一
、
二
種
本
）　

連
歌
至
宝
抄
（
第
一
、
二

種
本
）　

新
撰
犬
筑
波
集
（
第
一
、
二
種
本
）

【
能
】

観
世
流
謡
本
（
嵯
峨
本
）　

久
世
舞
（
嵯
峨
本
三
十
曲
、
三
十
六
曲

本
）

　

確
か
に
、
軍
記
物
語
や
『
徒
然
草
』
な
ど
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
、
そ
の
様
な
時
期
に
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
刊
行
が
企

画
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
歌
集
で
は
あ
る
も
の
の
、

『
万
葉
集
』
の
無
訓
本
は
漢
字
の
み
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
見
咲
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和
歌
集
』（
内
題
は
「
見
咲
三
百
首
和
哥
」）
は
女
訓
道
歌
集
で
あ
り
、
純

粋
な
歌
書
と
も
言
い
が
た
く
、『
百
人
一
首
』
も
歌
数
の
少
な
い
秀
歌
撰

で
あ
る
の
で
、
本
格
的
な
和
歌
集
の
刊
行
と
い
え
る
の
は
、
こ
の
『
新
古

今
和
歌
集
』
が
最
初
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

二
　
古
活
字
版
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
版
種
と
伝
本

　

そ
れ
で
は
、
や
は
り
『
増
補 
古
活
字
版
の
研
究
』
の
記
述
を
基
に
、

所
蔵
先
の
目
録
・
解
題
類
の
情
報
等
を
付
加
し
て
、『
新
古
今
和
歌
集
』

古
活
字
版
の
版
種
と
伝
本
を
整
理
し
て
み
た
い
。
以
下
で
は
後
述
す
る
理

由
に
よ
り
、
先
に
刊
行
の
も
の
を
「
甲
種
」、
後
の
も
の
を
「
丙
種
」
と

呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。

《
甲
種
》
慶
長
元
和
中
刊
（
四
冊
、
一
一
行
二
〇
字
、
字
高
約
七
寸
、

光
悦
亜
流
、
仮
名
序
の
み
、
一
九
七
〇
首
）

 

・
高
木
文
庫
旧
蔵
（
原
装
丹
表
紙
、
原
題
簽
、
尾
藩
神
邨
氏
旧
蔵
）

現
所
在
不
明

 

・
大
東
急
記
念
文
庫
（
四
冊
、
不
忍
文
庫
、
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
、

『
大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
書
解
題
』「
改
装
二
五
・
〇
×
一
九
・

一
糎
、
字
高
二
一
・
二
糎
、「
岡
田
真
之
蔵
書
」
印
」）

 

・
安
田
文
庫
旧
蔵
（
零
本
、
巻
三
・
巻
一
二
〜
一
五
）
現
所
在

不
明

 

・
大
英
図
書
館
（
四
冊
、
詳
細
は
後
述
）

《
乙
種
》
元
和
寛
永
中
刊
（
四
冊
、一
〇
行
二
五
字
、字
高
約
七
寸
五
分
、

両
序
あ
り
、
一
九
八
〇
首
）

 

・
安
田
文
庫
旧
蔵
（
二
冊
、
中
欠
、
丹
表
紙
）
現
所
在
不
明

・
東
洋
文
庫
（
合
二
冊
、『
岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題
Ⅱ
』「
改

装
二
七
・
四
×
一
九
・
二
糎
、「
雅
楽
図
書
」・「
雲
邨
文
庫
」

（
和
田
雲
邨
）
印
」・
同
書
に
上
一
オ
、
上
最
終
丁
ウ
、
下
最

終
丁
の
図
版
あ
り
）

 

・
中
島
仁
之
助
旧
蔵
（
巻
五
半
ば
か
ら
巻
十
・
巻
十
一
〜
十
四

の
二
冊
、『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
四
二
』「
藍
色
市
松
模
様
刷

り
出
し
の
原
表
紙
、
二
八
・
八
×
一
九
・
〇
糎
、
印
面
二

二
・
八
×
一
四
・
六
糎
、「
浄
楽
寺
」・「
春
翠
文
庫
」（
中
島
）

印
」）
現
所
在
不
明

 
・
天
理
図
書
館
（
四
冊
、
青
裳
文
庫
（
狩
谷
棭
斎
）・
西
荘
文
庫

（
小
津
桂
窓
）
旧
蔵
、『
天
理
図
書
館
録
稀
書
目
録 

和
漢
書

之
部
三
』「
改
装
二
八
×
一
九
・
五
糎
」）
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・
日
光
天
海
蔵

 

・
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
（
合
二
冊
・「
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

「
二
六
・
六
×
一
八
・
一
糎
、「
貞
活
」・「
奥
谷
蔵
書
」・「
懐

風
弄
月
書
屋
清
玩
」（
後
藤
重
郎
）
印
」）

　

甲
種
に
は
四
本
、
乙
種
に
は
六
本
の
伝
本
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
他
に

個
人
蔵
の
一
本
を
展
示
会
で
一
見
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
版
種
は
不
明
で

あ
る
。
甲
種
の
大
英
図
書
館
本
と
乙
種
の
名
古
屋
大
学
本
は
『
増
補 

古

活
字
版
の
研
究
』
未
載
の
も
の
で
あ
る
。
猶
、
参
考
の
た
め
に
同
書
に
掲

載
さ
れ
た
両
種
の
画
像
を
転
載
し
て
お
き
た
い
。

　

完
備
す
る
伝
本
か
ら
み
て
、
両
者
は
共
に
四
冊
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
一
覧
や
画
像
を
見
て
も
明
ら
か
な
様
に
、
一
頁

の
行
数
と
、
一
行
の
文
字
数
が
全
く
異
な
り
、
歌
数
や
真
名
序
の
有
無
に

も
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
直
接
的
な
影
響
関
係
は
想
定
で
き
な
い
。

　
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
伝
本
に
関
す
る
研
究
に
多
く
の
蓄
積
が
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
古
写
本
が
数
多
く
伝
存
す
る
こ
と
と
関
連
し

て
か
、
古
活
字
版
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
、

『
新
古
今
和
歌
集
』
伝
本
研
究
に
重
要
な
功
績
を
残
し
た
後
藤
重
郎
の
、

版
本
の
総
合
的
な
研
究
で
あ
る
「
新
古
今
和
歌
集
板
本
考
」（『
新
古
今
和

古活字版『新古今集』の甲種（右）と乙種（左）
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歌
集
研
究
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
四
）
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
が
、

和
歌
研
究
者
か
ら
の
唯
一
の
や
や
詳
し
い
紹
介
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

先
の
甲
乙
の
呼
称
は
こ
の
論
文
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
論
文
中
で
特
に

言
及
は
な
い
が
、
甲
本
は
そ
の
説
明
内
容
か
ら
し
て
大
東
急
記
念
文
庫
本

を
利
用
し
て
お
り
、
乙
本
は
同
氏
蔵
本
（
現
名
古
屋
大
学
図
書
館
蔵
）
に

拠
っ
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
特
に
歌
数
と
本
文
の
特
徴
が
説
明
さ
れ
て
い

る
点
で
貴
重
で
、
先
に
簡
単
に
確
認
し
た
形
式
ば
か
り
で
な
く
、
本
文
に

も
両
者
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。
た
だ
し
、
版
本
の
総
合

的
な
整
理
で
あ
る
の
で
、
基
本
的
な
書
誌
情
報
が
全
て
把
握
で
き
る
訳
で

は
な
い
の
は
致
し
方
な
い
こ
と
で
あ
る
。

三
　 〔
慶
長
元
和
〕
刊
本
の
書
誌
と
特
徴

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
甲
種
で
あ
り
、
最
初
に
そ
の
書
誌
を
大
英

図
書
館
蔵
本
を
用
い
て
示
し
、
続
い
て
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
内
題
や
版

式
な
ど
を
対
象
と
し
て
説
明
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　

書
誌

　

大
英
図
書
館
蔵
本
（or75.e14

）
は
洋
装
に
改
装
さ
れ
た
合
一
冊
本
で
、

も
と
は
五
巻
毎
の
四
分
冊
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
第
二
・
三
冊
を
綴
じ
誤
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
大
英
図
書
館
蔵
の
洋
装
改
装
本
に

共
通
す
る
仕
様
で
あ
る
が
、
元
表
紙
の
表
一
枚
の
み
を
残
し
、
改
装
前
の

様
子
が
判
る
よ
う
な
っ
て
い
る
。
そ
の
元
表
紙
は
紺
地
小
菊
唐
草
文
空
押

艶
出
表
紙
で
、
大
き
さ
は
二
六
・
七
×
一
九
・
二
糎
ほ
ど
で
、
押
八
双
は

確
認
出
来
な
い
。
そ
の
中
央
の
後
補
題
簽
は
洗
朱
色
地
唐
草
文
蝋
箋
で
、

二
〇
・
九
×
四
・
八
糎
と
大
き
く
、「
新
古
今
和
歌
集
」
と
墨
書
さ
れ
て

い
る
。
内
題
と
一
部
の
巻
に
存
す
る
尾
題
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
乱
れ
が

認
め
ら
れ
る
。
料
紙
は
厚
手
の
印
象
の
あ
る
楮
紙
で
、
半
葉
一
一
行
、
一

行
二
〇
字
程
度
で
、
歌
は
二
行
組
み
。
こ
の
歌
の
組
み
方
も
後
に
詳
し
く

説
明
し
た
い
。
全
巻
丁
裏
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
は
写
本
的
で
あ
る（

（
（

。
印

面
は
約
二
一
・
二
×
一
五
・
八
糎
程
度
。
墨
付
二
六
六
丁
。
冒
頭
に
仮
名

序
の
み
を
有
し
、
末
尾
に
は
以
下
の
よ
う
な
底
本
に
存
し
た
本
奥
書
が
あ
る
。

新
古
今
一
部
二
十
巻
以
定
家
卿
自
筆
こ
れ
を

う
つ
す
文
字
書
様
等
一
事
以
ほ
ん
尤
た
る

へ
か
ら
す
し
や
う
本
た
る
へ
き
者
也

尓
時
應
永
十
九
年
十
一
月
七
日

仁
和
寺
之
宮
御
本
申
出
こ
れ
を
し
よ
し
や
し

を
わ
む
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巻
二
十
の
初
丁
が
欠
け
て
お
り
、
小
紙
片
に
そ
の
部
分
を
補
写
し
て
貼

り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
他
、
墨
補
入
や
朱
の
振
漢
字
・
補
訂
・
異
本
注
記

等
が
あ
り
、
ま
た
貼
紙
も
多
い
。
猶
、
同
本
は
、『
大
英
図
書
館
蔵
日
本

古
版
本
集
成 

第
一
期
和
書
国
文
編
』（
本
の
友
社
、
一
九
九
六
）
に
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
あ
る
。

            

内
題
付
部
立
名

　

そ
れ
で
は
こ
の
古
活
字
版
の
奇
妙
さ
を
説
明
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
部

立
名
を
含
め
た
内
題
を
、
綴
じ
誤
り
を
正
し
た
上
で
以
下
に
示
し
て
み
た

い
。
猶
、「
／
」
は
改
行
を
示
す
記
号
で
あ
る
。

新
古
今
和
歌
集
序

新
古
今
和
歌
集
巻
第
一
／　

春
哥
上

新
古
今
和
歌
集
巻
第
二
／　

春
哥
下

新
古
今
和
歌
集
巻
第
三
／　

夏
哥

新
古
今
和
歌
集
巻
第
四
／　

秋
哥
上

新
古
今
和
歌
集
巻
第
五
／　

秋
哥
下

新
古
今
和
歌
集
巻
第
六　
　

上
二
／　

冬
哥

新
古
今
和
歌
集
巻
第
七
／　

賀
哥

新
古
今
和
歌
集
巻
第
八
／　

あ
ひ
し
や
う
の
哥

新
古
今
和
歌
集
巻
第
九
／　

り
へ
つ
の
哥

新
古
今
和
歌
集
巻
第
十
／　

き
り
よ
の
哥

新
古
今
和
歌
集
巻
第
三
／　

恋
う
た

新
古
今
和
歌
集
巻
第
十
二
／　

恋
う
た

新
古
今
和
歌
集
巻
第
十
三
／　

ナ
シ

新
古
今
和
歌
集
巻
第
十
四
／　

ナ
シ

新
古
今
和
歌
集
巻
第
十
五
／　

ナ
シ

新
古
今
和
歌
集
巻
第
十
六
／　

雑
哥
上

新
古
今
和
歌
集
巻
第
十
七
／　

雑
哥
中

新
古
今
和
歌
集
巻
第
十
八
／　

雑
哥
下

新
古
今
和
歌
集
巻
第
十
九
／　

神
き
哥

新
古
今
和
歌
集
巻
第
二
十
／　

釈
教
哥

　

一
見
し
て
不
統
一
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
仮
名

序
に
内
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
不
自
然
な
の
で
あ
る
。『
新
古
今
集
』

は
仮
名
・
真
名
両
序
を
有
し
、
仮
名
序
に
は
内
題
が
な
く
、
真
名
序
に
「
新

古
今
和
歌
集
序
」
と
の
内
題
が
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
本
に
は
仮

名
序
し
か
な
い
の
で
、
本
来
は
真
名
序
に
あ
る
内
題
を
仮
名
序
に
付
し
た
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よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
古
活
字
版
は
そ
の
最
初
か
ら
か
な
り
風
変
わ
り

な
の
で
あ
る
。
真
名
・
仮
名
の
順
で
両
序
を
有
す
る
乙
種
に
は
、
真
名
序

に
の
み
「
新
古
今
和
歌
集
序
」
と
あ
る
。

　

次
に
奇
妙
で
あ
る
の
は
、
巻
序
を
示
す
数
字
で
あ
る
。「
十
一
」
と
あ

る
べ
き
と
こ
ろ
が
「
三
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
本
来
の

巻
三
と
重
複
す
る
形
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
「
三
」
が
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
、
こ
の
古
活
字
版
が
四
冊
仕
立
て
で
あ
り
、
巻
十
一
が
三
冊
目
の
最

初
に
位
置
す
る
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
る
。『
新
古

今
集
』
の
構
成
を
無
視
し
て
、
造
本
の
都
合
を
優
先
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
意
識
は
第
二
冊
目
の
最
初
と
な
る
巻
六
に
も
見
え
て
お
り
、

こ
ち
ら
は
「
巻
六
」
と
は
す
る
も
の
の
、
そ
の
後
に
三
文
字
程
度
空
け
て

「
上
二
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
ま
で
の
綴
葉
装
の
『
新
古
今
集
』

の
写
本
は
、
二
帖
で
仕
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合
の
外
題
に

は
「
新
古
今
和
歌
集　

上
（
下
）」
と
記
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
袋

綴
の
版
本
は
あ
ま
り
厚
く
は
仕
立
て
な
い
も
の
な
の
で
、
四
分
冊
と
し
た

た
め
に
、
第
二
冊
目
に
「
上
二
」
と
表
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
で
あ
る

な
ら
ば
、
巻
十
一
も
「
巻
十
一　
　

下
一
」
と
で
も
す
れ
ば
統
一
を
図
れ

る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
な
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

不
統
一
な
の
は
、
巻
数
の
み
で
は
な
く
、
部
立
名
に
つ
い
て
も
奇
妙
な

点
が
多
い
。
巻
八
「
あ
ひ
し
や
う
の
哥
」・
第
九
「
り
へ
つ
の
哥
」・
巻
十

「
き
り
よ
の
哥
」
と
仮
名
書
き
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
通
常
の
写
本
で
も

見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
却
っ
て
意
味
が
判
り
づ
ら
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
奇
妙
な
の
は
第
三
冊
目
で
、「
恋
歌
一
（
〜

五
）」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
、
本
来
の
巻
十
一
と
巻
十
二
に
の
み
「
恋

う
た
」
と
あ
る
の
み
で
、
残
り
の
恋
部
三
巻
に
は
そ
も
そ
も
部
立
名
が
存

在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
恋
部
の
み
の
冊
で
あ
る
と
は
言
え
不
自
然
さ

が
際
立
つ
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
内
題
の
不
自
然
さ
と
連
動
す
る
の
が
尾
題
の
あ
り
様
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
通
常
の
『
新
古
今
集
』
の
写
本
に
は
尾
題
は
存
在
し
な
い
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
が
第
一
冊
目
の
終
わ
り
と
な
る
巻
五
の
末
尾
に
「
新
古
今

和
歌
集
巻
第
一
終
」
と
あ
り
、
同
様
に
第
二
冊
目
の
巻
十
末
尾
に
「
新
古

今
和
歌
集
巻
第
二
終
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
四
冊
仕
立
て
の
造
本

を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
巻
十
五
・
二
十
の

末
尾
に
は
こ
れ
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
甲
種
の
内
題
や
尾
題
な
ど
の
あ
り
様
は
、
極
め
て
不
統
一

で
あ
り
、
こ
の
点
の
み
で
も
完
成
度
の
低
い
出
版
物
で
あ
っ
た
と
評
価
を

下
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
恋
部
の
部
立
名
が
何
故
こ
の
様
に
な
っ
て
し
ま
っ
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た
の
か
は
不
明
だ
が
、
内
題
と
尾
題
に
関
し
て
は
、
四
冊
本
と
し
て
刊
行

す
る
意
識
、
書
物
の
物
理
的
な
切
れ
目
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
が

働
い
た
為
に
こ
の
様
な
状
態
に
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し

そ
の
示
し
方
に
上
と
下
の
部
分
で
ず
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

版
式

　

内
題
と
尾
題
か
ら
伺
え
る
、
通
常
の
写
本
で
は
あ
り
え
な
い
奇
妙
な
状

況
は
、
活
字
の
組
み
方
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
甲
種
は
半
葉
則

ち
一
頁
を
十
一
行
と
し
、
通
常
の
活
字
だ
と
一
行
に
二
十
文
字
が
組
め
る

設
計
と
な
っ
て
い
る
。
室
町
時
代
以
前
の
縦
長
な
四
半
の
写
本
だ
と
、
一

頁
十
行
が
最
も
一
般
的
な
よ
う
で
あ
る
が
、
十
一
行
の
も
の
も
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
問
題
な
の
は
一
行
の
文
字
数
で
あ
る
。

　

和
歌
の
基
本
的
な
形
式
で
あ
る
「
短
歌
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
三
十
一

文
字
で
あ
り
、
普
通
に
考
え
る
と
漢
字
を
用
い
て
文
字
数
を
少
な
く
し
て

も
、
一
首
が
一
行
で
収
ま
ら
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
ど
う
し

て
も
二
行
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
乙
種
は
一
行
二

十
六
文
字
程
度
で
あ
る
の
で
、
漢
字
を
多
用
す
る
こ
と
に
よ
り
一
首
を
一

行
に
納
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

写
本
の
場
合
、
散
ら
し
書
き
の
よ
う
な
も
の
は
別
と
し
て
、
和
歌
を
二

行
書
き
す
る
の
が
普
通
で
、
平
安
時
代
は
改
行
は
成
り
行
き
で
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
平
安
末
頃
よ
り
上
句
の
末
尾
ま
で
書
い
て
改
行
す
る

の
が
定
着
し
始
め
る
。
鎌
倉
時
代
初
頭
に
完
成
し
た
『
新
古
今
集
』
は
、

上
句
と
下
句
で
整
然
と
分
け
ら
れ
た
二
行
書
き
が
普
通
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
甲
種
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
総
巻
頭
部
分
の
三

首
の
組
方
を
、
位
置
関
係
は
そ
の
ま
ま
に
翻
刻
し
て
み
よ
う
。

　
　

新
古
今
和
哥
集
巻
第
一

　
　
　
　

春
哥
上

　
　
　
　
　

春
た
つ
心
を
よ
み
侍
り
け
る

  　

      　
　
　
　

          　
　
　

摂
政
太
政
大
臣

　
　

み
吉
野
は
山
も
霞
て
し
ら
雪
の
ふ
り
に
し
里
に
春
は

　
　
　
　
　

き
に
け
り

　
　
　
　

春
の
は
し
め
の
う
た

                        　
　
　

太
上
天
皇

　
　

ほ
の
〳
〵
と
春
こ
そ
空
に
き
に
け
ら
し
あ
ま
の
角
山

　
　
　
　
　

霞
た
な
ひ
く

　
　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時
春
の
哥　

』

                           　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　
　

山
深
み
春
と
も
し
ら
ぬ
松
の
戸
に
た
え
〳
〵
か
ゝ
る
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雪
の
玉
水

　

一
見
し
た
だ
け
で
珍
妙
さ
が
わ
か
る
が
、
簡
単
に
説
明
し
て
み
る
と
、

一
行
目
を
組
ん
で
い
っ
て
二
十
字
に
達
す
る
と
、
残
り
を
次
行
に
三
字
下

げ
で
組
む
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
意
識
的
に
は
一
行
書
き
に
近
い
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
首
一
行
書
き
を
意
図
的
に
始
め
た
の
は
藤
原

定
家
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
定
家
も
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
真
筆

『
古
今
集
』
な
ど
に
見
え
る
よ
う
に
、
一
行
で
収
ま
ら
な
い
場
合
は
、
行

末
左
側
に
文
字
を
や
や
小
さ
く
し
て
書
き
添
え
る
形
で
処
理
を
す
る
の
が

普
通
で
あ
る
。
活
字
な
の
で
そ
れ
と
同
じ
様
に
は
で
き
な
か
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
何
集
で
あ
れ
勅
撰
集
の
写
本
で
こ
の
よ
う
な
例
は
見
当
た

ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

歌
の
二
行
目
の
下
部
が
空
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
句
と
下
句
に

分
け
れ
ば
良
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
と
下
部
に
余
白
が
目
立

つ
と
考
え
た
か
ら
な
の
か
、
そ
の
よ
う
に
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
方
法
に
は
そ
れ
な
り
の
利
点
が
あ
る
こ
と
も
、
続
け
て
見
て
い
く

と
明
ら
か
に
な
る
。

　

様
々
な
面
で
特
徴
的
な
巻
五
中
の
三
首
（
四
九
三
〜
五
）
を
同
様
に
示

し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　

河
き
り
と
い
ふ
事
を　
　
　
　

左
衛
門
督
通
光

　
　

明
ほ
の
や
川
瀬
の
な
み
の
た
か
せ
舟
く
た
す
か
人
の

　
　
　
　
　

袖
の
秋
き
り      　

堀
川
院
御
時
百
首
哥
奉

　
　
　
　

け
る
と
き
き
り
を
よ
め
る　
　

権
大
納
言
公
実

　
　

ふ（
マ
マ
）

本
を
は
宇
治
の
川
き
り
立
こ
め
て
雲
井
に
見
ゆ
る

　
　
　
　
　

朝
日
山
か
な　
　

題
不
知　

そ
ね
よ
し
忠

　
　

山
里
に
き
り
の
わ
（
マ
マ
）か
き
の
へ
た
て
す
は
を
ち
方
人
の

　
　
　
　
　

袖
を
み
て
ま
し　
　
　
　
　

清
原
深
や
う
ふ

　

先
ほ
ど
と
違
っ
て
、
余
白
が
少
な
い
の
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
何
故
そ

う
な
る
の
か
理
由
は
明
ら
か
で
、
二
行
目
を
歌
末
の
何
文
字
か
で
終
わ
ら

せ
な
い
で
、
数
文
字
空
け
て
か
ら
次
の
歌
の
詞
書
を
組
ん
で
い
る
か
ら
で

あ
る
。
詞
書
の
文
字
数
が
少
な
い
時
に
は
、
作
者
名
ま
で
続
け
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
う
す
れ
ば
丁
数
を
省
略
で
き
る
の
は
確
か
だ
が
、
非
常
に
落

ち
着
き
の
な
い
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

後
藤
重
郎
「
新
古
今
和
歌
集
板
本
考
」
で
は
こ
の
形
式
に
つ
い
て
、「
歌

は
見
た
目
の
美
し
さ
に
主
眼
を
お
き
、
一
首
一
行
或
は
二
行
書
と
い
っ
た

特
定
の
形
式
に
こ
だ
わ
る
事
な
く
、
自
由
に
活
字
が
組
ま
れ
て
い
る
」
と
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評
し
て
い
る
が
、
稿
者
に
は
と
て
も
見
た
目
が
美
し
い
と
は
思
え
な
い
。

刊
行
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
見
慣
れ
た
写
本
と
あ
ま
り
に
も
異
な
る

の
で
、
か
な
り
違
和
感
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
他
に
類
を
見
な
い
書
式
が
、
丁
数
を
減
ら
す
た
め
の
涙
ぐ
ま

し
い
努
力
（
乙
種
よ
り
十
丁
ば
か
り
少
な
い
）
に
よ
っ
て
編
み
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
何
故
一
行
二
十
字
と
な
る
植
字
台
と

活
字
を
用
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
。
憶
測
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、

既
に
別
な
作
品
で
用
い
た
も
の
を
流
用
し
て
、
制
作
経
費
を
抑
え
よ
う
と

し
た
と
も
考
え
た
く
な
る（

（
（

の
で
あ
る
が
、
印
刷
面
を
見
る
限
り
、
活
字
が

そ
れ
ほ
ど
使
い
込
ま
れ
て
い
る
と
も
思
え
な
い
の
で
、
単
な
る
憶
説
の
ま

ま
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
、
そ
う
考
え
な
け
れ
ば
説
明
が
付
け
が
た

い
ほ
ど
に
特
殊
な
組
み
方
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

四
　
仮
名
交
じ
り
の
本
奥
書
を
め
ぐ
っ
て

　

内
題
の
不
統
一
ぶ
り
と
い
い
、
極
め
て
変
則
的
な
版
式
と
い
い
、
甲
種

が
か
な
り
妙
な
古
活
字
版
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は

そ
う
な
っ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
推
定
す
る
手

掛
か
り
と
し
て
、
親
本
で
あ
る
写
本
に
存
在
し
た
本
奥
書
に
注
目
し
て
み

た
い
。
改
め
て
左
に
掲
げ
て
お
く
。

新
古
今
一
部
二
十
巻
以
定
家
卿
自
筆
こ
れ
を

う
つ
す
文
字
書
様
等
一
事
以
ほ
ん
尤
た
る

へ
か
ら
す
し
や
う
本
た
る
へ
き
者
也

尓
時
應
永
十
九
年
十
一
月
七
日

仁
和
寺
之
宮
御
本
申
出
こ
れ
を
し
よ
し
や
し

を
わ
む

　

こ
の
奥
書
も
見
る
か
ら
に
違
和
感
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
奥
書
は
漢
文

体
が
基
本
で
あ
る
が
、
妙
な
漢
字
仮
名
交
じ
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
短
い
も
の
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
文
章
に
破
綻
が
あ
り
、
す
っ
き

り
と
読
み
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
大
凡
の
意
味
は
取
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
最
後
の
二
行
は
重

要
な
情
報
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
検
討
は
後
に
行
う
こ
と
と
し
て
、
何

故
こ
の
様
な
不
自
然
な
奥
書
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
そ

れ
を
解
明
す
る
手
掛
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
先
に
確
認
し
た
部

立
名
の
状
態
で
あ
る
。
巻
第
八
〜
十
の
部
立
名
は
、「
あ
ひ
し
や
う
」・「
り

へ
つ
」・「
き
り
よ
」
と
仮
名
書
き
に
な
っ
て
い
る
。
写
本
で
も
漢
字
で
記
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す
の
が
普
通
で
、
和
歌
の
知
識
が
な
け
れ
ば
、「
哀
傷
」・「
離
別
」・「
羈
旅
」

だ
と
わ
か
り
に
く
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
に
注
目
し
て
、
本
文
部
分
を
見
て
み
る
と
、
作
者
名
な
ど
を

始
め
と
し
て
、
無
理
に
仮
名
表
記
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
箇
所
が
目
に
付
く
。
先
に
引
用
し
た
巻
五
部
分
で
指
摘
す
る

な
ら
ば
、「
そ
ね
よ
し
忠
」
や
「
清
原
深
や
う
ふ
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

ら
も
「
曽
祢
好
忠
」・「
清
原
深
養
父
」
と
あ
る
方
が
理
解
し
や
す
い
で
あ

ろ
う
し
、「
深
や
う
ふ
」
は
「
深
養
父
」
の
訓
み
方
を
知
ら
な
か
っ
た
の

か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
平
安
期
の
写
本
で
あ
れ
ば
、
作
者
名
を
始

め
と
し
て
仮
名
書
の
も
の
も
珍
し
く
は
な
い（

（
（

が
、
鎌
倉
時
代
成
立
の
『
新

古
今
集
』
の
写
本
に
は
ち
ょ
っ
と
見
当
た
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
う
し
た
仮
名
表
記
は
古
活
字
版
作
成
時
に
意

図
的
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

そ
の
様
な
傾
向
か
ら
す
る
と
、
こ
の
奥
書
も
本
来
は
一
般
的
な
漢
文
表

記
で
あ
っ
た
も
の
を
、
読
み
や
す
く
す
る
為
に
訓
み
下
そ
う
と
し
た
も
の

の
、
そ
れ
を
行
っ
た
人
物
の
学
識
が
低
か
っ
た
た
め
に
、
中
途
半
端
な
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
思
っ

て
見
直
す
と
、「
文
字
書
様
等
一
事
以
ほ
ん
尤
た
る
へ
か
ら
す
し
や
う
本

た
る
へ
き
者
也
」
と
い
う
、
意
味
不
明
な
文
章
に
つ
い
て
も
、
あ
る
程
度

の
復
元
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
奥
書
と
構
造
や
表
現
に
共
通
性
の
あ
る
奥
書
を
他
に
探
す
と
、
妙

法
院
門
跡
所
蔵
『
古
文
愚
草
』
の
「
以
一
条
前
大
納
言
實
久
卿
秘
本
、
文

字
等
必
件
本
不
違
一
字
写
畢
、
最
可
為
証
本
者
也
」（
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
拠
る
）
や
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
『
源
氏
系
図
』

（
谷
村
文
庫
・
4
‐
30
／
ケ
／
1
貴
）
の
末
尾
貼
紙
の
「
右
之
本
牡
丹
花

居
士
以
御
筆
本
、
一
字
不
違
写
之
、
尤
可
為
証
本
者
也 

天
文
十
二
癸
卯

年
八
月
三
日 

宗
枕（

（
（

」
等
の
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
の
部

分
は
奥
書
の
慣
用
表
現
と
言
え
る
、「
一
字
不
違（

（
（

」・「
尤
可
為
証
本
」
の
、

写
し
崩
れ
か
訓
み
下
し
崩
れ
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
そ
の
原
態
の
復
元
を
試
み
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
理
解
の
為
に
読
点
を
付
し
て
あ
る
）。

新
古
今
一
部
二
十
巻
、
以
定
家
卿
自
筆
、
文
字
書
様
等
一
字
不
違
書

写
之
、
尤
可
為
証
本
者
也

尓
時
應
永
十
九
年
十
一
月
七
日
、
仁
和
寺
之
宮
御
本
申
出
書
写
之
畢

　

こ
の
形
で
改
め
て
解
釈
し
て
み
る
と
、
こ
の
古
活
字
版
の
親
本
は
、
応

永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
に
仁
和
寺
宮
か
ら
定
家
真
筆
の
『
新
古
今
集
』
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を
借
り
出
し
て
、
文
字
の
書
様
な
ど
を
忠
実
に
書
写
し
た
の
で
、
信
頼
に

足
る
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
応
永
十
九
年
時
の
仁

和
寺
宮
は
、
第
十
六
代
門
跡
で
あ
っ
た
後
光
厳
院
第
五
皇
子
の
永
助
法
親

王
（
一
三
六
二
〜
一
四
三
七
）
で
あ
る
。

　

仁
和
寺
は
も
と
よ
り
何
処
に
も
定
家
真
筆
『
新
古
今
集
』
が
現
存
す
る

と
の
報
告
は
な
い
し
、
こ
れ
と
同
じ
奥
書
を
有
す
る
写
本
も
知
ら
れ
て
い

な
い
。
だ
が
こ
の
内
容
が
全
く
信
頼
で
き
な
い
も
の
で
な
い
ら
し
い
こ
と

は
、
仁
和
寺
に
定
家
真
筆
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
資
料
が

確
認
さ
れ
て
い
る（

（（
（

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
応
永
十
九
年
時
ま
で
は

そ
れ
が
同
寺
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
も
、
こ
の
奥

書
は
貴
重
で
あ
る
の
で
あ
る
。
仁
和
寺
は
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
九
月

四
日
に
応
仁
の
乱
の
兵
火
で
伽
藍
を
焼
失
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
そ

の
際
に
そ
の
本
は
焼
亡
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
も
か
く
も
、
こ
の
古
活
字
版
が
極
め
て
珍
し
い
奥
書
を
有
す
る
本
に

拠
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
古
活
字
版
で
用
い
ら
れ
た
底
本
に
つ
い

て
川
瀬
は
、「
古
典
文
学
作
品
が
活
字
印
刷
術
に
拠
つ
て
開
板
せ
ら
る
る

に
当
つ
て
は
、
偶
然
の
機
会
が
、
其
の
底
本
を
決
定
す
る
事
が
多
か
つ
た

で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
事
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
大
体
に
於
い
て
開
板
者

の
入
手
し
易
き
伝
本
は
、
其
の
当
時
最
も
流
布
し
て
ゐ
た
通
行
本
で
あ
つ

た
に
相
違
な
く
、
且
又
、
読
者
の
欲
求
す
る
も
の
も
亦
流
布
の
通
行
本
で

あ
つ
た
事
は
容
易
に
承
認
し
得
る
所
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
底
本
に

は
、
開
板
者
の
入
手
し
や
す
か
っ
た
、
当
時
流
布
し
て
い
た
通
行
本
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
甲
種
の
場
合
は

そ
う
と
は
言
え
な
い
例
に
数
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
点
で
は
、
甲
種
は
出
版
を
通
じ
て
、
貴
重
な
本
文
情
報
を
後
世
に

伝
え
た
と
評
価
で
き
そ
う
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
世

に
も
稀
な
る
書
式
か
ら
し
て
も
、
親
本
の
本
文
を
忠
実
に
受
け
継
い
で
は

い
な
い
ら
し
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
後
藤
が
、

「
用
紙
は
雲
母
引
紙
に
て
、
前
記
の
ご
と
く
美
術
的
見
地
か
ら
の
配
慮
が

全
般
に
ゆ
き
わ
た
り
、
詞
書
の
省
略
が
極
め
て
多
く
、
専
ら
歌
を
中
心
と

し
て
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
奥
書
通
り
で
あ

れ
ば
、
定
家
が
書
写
し
た
仁
和
寺
宮
御
本
（
切
出
歌
一
首
も
な
く
、
建
保

四
年
源
家
長
書
写
本
系
か
と
考
え
ら
れ
る
。）
系
の
本
文
を
伝
え
る
も
の

と
し
て
、
ま
こ
と
に
貴
重
な
内
容
を
伝
え
る
筈
の
も
の
で
あ
る
が
、
現
実

に
は
、
歌
の
欠
脱
・
歌
順
の
異
同
・
詞
書
の
省
略
等
、
本
来
の
姿
か
ら
は

か
な
り
遠
ざ
か
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
」
と
指
摘

し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
甲
種
の
本
文
は
定
家
筆
本
を
そ
の
ま
ま
に
伝
え

た
も
の
で
は
な
く
、
相
当
傷
を
被
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
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あ
る
。
書
誌
の
説
明
で
指
摘
し
た
書
き
入
れ
の
殆
ど
は
、
補
訂
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
多
い
と
い
う
事
実
が
そ
の
こ
と
を
良
く
示
し

て
い
よ
う
。
ど
の
段
階
で
の
傷
な
の
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
組
版
時
の
も

の
が
少
な
く
な
い
こ
と
は
、
奥
書
の
状
態
を
見
て
も
明
ら
か
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。五

　
刊
行
の
意
義
と
意
味

　

以
上
確
認
し
て
き
た
様
に
、
こ
の
『
新
古
今
集
』
古
活
字
版
の
甲
種
は
、

版
式
で
も
表
記
で
も
本
文
に
お
い
て
も
、
非
常
に
癖
の
あ
る
特
殊
な
性
格

を
有
す
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
一
般
に
古
活
字
版
の
本
文
は
優
れ
て
い
る

と
い
う
定
評
が
あ
る（

（（
（

。
そ
の
よ
う
な
古
活
字
版
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
甲

種
本
は
い
さ
さ
か
で
き
が
悪
い
と
評
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
本
が
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
研
究
上
に
有
す
る
意
義
は
、
奥
書
と

そ
れ
に
関
連
す
る
情
報
を
伝
え
る
点
と
、
同
集
版
本
の
嚆
矢
に
位
置
す
る

と
い
う
程
度
な
の
で
あ
る
が
、
古
活
字
版
を
含
め
た
日
本
に
お
け
る
出
版

史
上
に
お
い
て
は
、
な
か
な
か
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
そ
う

な
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
甲
種
本
の
特
徴
は
、
短
所
と
し
か
評
し
よ
う

の
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
原
因

を
考
え
る
と
、
そ
こ
に
は
一
つ
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

先
ず
内
題
が
不
統
一
で
あ
る
こ
と
は
、
四
冊
本
の
版
本
で
あ
る
こ
と
に

対
す
る
意
識
の
関
与
が
推
測
で
き
た
。
平
仮
名
古
活
字
版
は
初
期
の
物
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
写
本
の
複
製
を
制
作
す
る
意
図
が
濃
厚
に
窺
え
る
が
、

そ
う
し
た
製
作
意
識
が
薄
ら
ぎ
始
め
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

続
い
て
極
め
て
特
殊
な
版
式
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
通
例
を
無
視
し
て

ま
で
、
二
行
目
の
余
白
に
次
歌
の
詞
書
や
作
者
名
を
組
み
込
ん
だ
の
は
、

頁
数
や
冊
数
の
抑
制
を
図
り
、
製
作
費
の
削
減
を
目
論
ん
だ
た
め
と
考
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
本
奥
書
を
含
め
た
仮
名
表
記
の
多
さ
に
つ
い
て
は
、
初
学
者
に
も

読
み
や
す
い
本
文
の
提
供
を
意
図
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
担
当
者
の
学

識
が
不
足
気
味
で
あ
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
そ
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
確
認
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
版
本
と
い
う
存
在
の
意
味
と
役

割
を
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
模
索
し
て
い
る
製
作
者
の
姿
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
四
分
冊
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
利
用
し
や
す
く
し
、
丁
数

を
抑
制
し
て
製
作
費
と
販
売
価
格
を
抑
え
、
和
歌
に
詳
し
く
な
い
者
で
も
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読
み
や
す
い
本
文
を
提
供
す
る
。
売
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
商
品
を
企

画
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

古
活
字
版
の
購
買
者
層
は
そ
れ
な
り
に
裕
福
な
人
物
で
あ
っ
た
筈
で
、

嵯
峨
本
の
様
に
制
作
費
や
販
売
価
格
を
気
に
掛
け
な
い
よ
う
な
、
豪
華
な

出
版
物
は
慶
長
期
に
は
珍
し
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
元
和
・
寛
永
と

時
代
が
進
む
に
連
れ
て
、
活
字
も
小
さ
く
な
り
、
装
飾
性
の
少
な
い
書
風

に
変
化
し
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。
僅
か
半
世
紀
の
間
で
も
、
出
版
物
が
大

衆
化
し
、
購
買
層
も
次
第
に
増
大
し
て
い
く
様
子
が
明
確
に
把
握
で
き
る

の
で
あ
る
。
甲
種
本
は
そ
う
し
た
変
化
の
兆
し
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

が
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

売
れ
る
商
品
と
す
る
為
に
は
、
作
品
の
選
択
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
甲
種
に
先
立
っ
て
刊
行
さ
れ
た
古
典
的
な
歌
集
（
百
人

一
首
は
秀
歌
撰
と
し
て
別
に
考
え
た
い
）
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
『
万
葉

集
』
の
み
で
あ
っ
た
。
無
訓
本
で
あ
る
か
ら
、
漢
字
活
字
の
み
で
の
刊
行

が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
選
択
に
大
い
な
る
影
響
を
与
え
た
こ
と

は
疑
い
な
い
。
結
局
実
質
的
に
は
『
新
古
今
集
』
が
古
典
歌
集
刊
行
の
最

初
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。『
新
古
今
集
』
が
人
気
の
あ
る
作
品
で
あ
っ

た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
何
故
最
も
需
要
が
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
『
古
今

集
』
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
気
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
『
古
今
和
歌
集
』
の
最
古
版
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
川
瀬
は
認
め
て
い

な
い
が
、
嵯
峨
本
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
整
版
本
で
あ
る（

（（
（

。
甲
種
本
と
の

先
後
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
の
伝
嵯
峨
本
が
先
で
あ
っ
た
の
だ

と
す
る
と
、
重
複
を
嫌
っ
た
が
故
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

し
か
し
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
当
時
の
歌
人
達
に
と
っ
て
『
古
今
集
』

は
、
師
に
つ
い
て
そ
の
音
読
法
や
解
釈
を
学
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の

本
文
も
師
の
本
を
写
し
た
も
の
が
与
え
ら
れ
た
り
、
許
可
を
得
て
写
し
取
っ

た
り
す
る
こ
と
が
、
中
世
以
来
の
伝
統
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
状
況（

（（
（

が
、

『
古
今
和
歌
集
』
の
活
字
出
版
の
足
枷
に
な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
そ
う
し
た
伝
授
・
相
伝
的
な
教
育
の
シ
ス
テ
ム
が
、『
古
今
集
』
に

限
ら
ず
和
歌
集
の
活
字
本
が
少
な
い
要
因
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
に
や
っ
か
い
な
問
題
が
付
随
す
る
『
古
今
集
』
を
避
け
る
と

す
る
と
、
勅
撰
和
歌
集
で
次
に
需
要
が
高
く
、
伝
授
と
あ
ま
り
関
係
の
深

く
な
い
『
新
古
今
集
』
が
選
ば
れ
た
の
も
、
至
極
納
得
で
き
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

伝
嵯
峨
本
『
古
今
和
歌
集
』
と
い
う
有
力
な
対
抗
馬
が
い
る
の
で
断
定
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は
で
き
な
い
が
、
慶
長
元
和
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
新
古

今
和
歌
集
』
は
、
勅
撰
和
歌
集
初
の
版
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
少
な

く
と
も
古
活
字
版
と
し
て
は
最
初
の
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
日
本
の
印
刷
史
上
で
注
目
す
べ
き
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
。
権

威
を
有
す
る
勅
撰
和
歌
集
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、『
伊
勢
物
語
』
や
『
源

氏
物
語
』
等
の
散
文
作
品
の
刊
行
よ
り
も
、
新
時
代
の
到
来
を
一
層
当
時

の
人
々
に
印
象
づ
け
た
出
来
事
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
栄
誉
あ
る
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
実

態
は
、
内
題
の
不
統
一
さ
や
、
珍
妙
な
本
文
の
組
方
、
意
味
の
通
り
が
た

い
本
奥
書
に
、
傷
の
目
立
つ
本
文
と
い
っ
た
調
子
で
、
こ
れ
で
よ
く
売
り

物
に
し
た
な
、
と
ま
で
思
わ
れ
て
し
ま
う
完
成
度
の
低
さ
な
の
で
あ
る
。

嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
の
様
な
、
当
代
を
代
表
す
る
公
家
歌
人
に
し
て
古

典
学
者
で
あ
っ
た
、
中
院
通
勝
の
積
極
的
な
関
与
が
認
め
ら
れ
る
事
例
と

は
大
き
く
事
な
り
、
し
か
る
べ
き
監
修
者
や
指
導
者
が
い
た
と
は
到
底
思

え
な
い
出
版
物
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
欠
点
の
幾
つ
か
の
も
の
は
、
写
本
と
版
本
の
あ
る
べ
き
違

い
を
製
作
者
が
自
問
し
、
写
本
の
複
製
と
い
う
地
位
か
ら
一
歩
進
ん
で
、

版
本
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
そ
う
と
意
図
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た

も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
意
欲
だ
け
が
空
回
り
し
た
観
は

な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
製
作
者
の
意
欲
は
高
く
評

価
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

長
友
千
代
治
は
商
業
出
版
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
、「
わ
が
国
で
商
業

出
版
が
は
じ
ま
り
、
そ
れ
が
書
肆
の
営
業
と
し
て
確
立
し
た
の
は
、
江
戸

時
代
初
期
と
漠
然
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
厳
密
に
は
そ
れ
が
い

つ
は
じ
ま
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
や
、
そ
の
具
体
的
な
営
業
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
現
在
で
は
出
版
や
読
書
に
つ

い
て
、
諸
般
の
事
情
を
で
き
る
だ
け
多
く
探
り
、
総
合
的
に
状
況
判
断
す

る
し
か
方
法
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

後
陽
成
・
後
水
尾
両
院
に
よ
る
勅
版
や
、
徳
川
家
康
の
駿
河
版
な
ど
の

存
在
が
あ
る
故
に
、
古
活
字
版
の
刊
行
が
即
ち
商
業
出
版
の
開
始
と
見
な

せ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
嵯
峨
本
に
し
て
も
贈
答
用
の
品
で
あ
っ

た
と
の
考
え
方
も
根
強
い
が
、
特
に
謡
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
版
種
の
多

様
さ
と
生
産
さ
れ
た
量
か
ら
す
る
と
、
贈
答
目
的
の
域
を
超
え
て
い
る
と

す
る
意
見
も
あ
る（

（（
（

。
冒
頭
で
触
れ
た
、
名
前
の
判
明
す
る
書
肆
の
登
場
は
、

商
業
出
版
の
開
始
を
証
明
す
る
有
力
な
証
拠
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
で
判

断
す
る
の
も
穏
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
様
々
な
角
度
か
ら
の
情

報
を
集
め
て
総
合
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
す
る
と
、
こ
の
『
新
古
今
集
』
古
活
字
版
に
窺



─ 115 ─

え
た
工
夫
や
努
力
は
、
贈
答
品
製
作
の
た
め
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
く
、

や
は
り
商
品
と
し
て
の
版
本
と
い
う
も
の
産
み
出
そ
う
そ
と
す
る
試
行
錯

誤
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
歌
書
よ
り
も
連
歌
書
の
古
活
字
版

の
方
が
多
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
連
歌
愛
好
者
の
購
入
を
当
て
込
も
う
と

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

踵
を
接
す
る
よ
う
に
し
て
刊
行
さ
れ
た
乙
本
は
、
写
本
の
複
製
的
な
性

格
を
濃
厚
に
有
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
商
品
た
る
版
本
の
あ
り
様
を
追
求

す
る
試
み
が
、
直
線
的
に
発
展
し
て
い
っ
た
わ
け
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
直
接
的
な
影
響
の
有
無
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
こ
の
乙
本
に
も

尾
題
が
あ
る
こ
と
は
、
版
本
的
な
性
格
と
し
て
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

揺
り
戻
し
と
も
見
え
る
乙
本
の
存
在
か
ら
し
て
も
、
こ
の
甲
本
は
日
本
の

商
業
出
版
の
揺
籃
期
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
試
行
錯
誤
が
、
こ
れ
以
降
ど
の
様
に
受
け
継
が
れ
い
っ
た
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
今
後
も
検
討
を
続
け
、
日
本
の
商
業
出
版
確
立

の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
と
し
た
い
。

注（
1
）　

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
に
『
太
平
記
』
を
刊
行
し
た
冨
春
堂
（
明

の
金
陵
の
書
肆
冨
春
堂
を
意
識
し
た
名
前
か
）
や
、同
十
三
年
に
『
五

家
正
宗
賛
』
を
刊
行
し
た
中
村
長
兵
衛
尉
、同
十
四
年
『
古
文
真
宝
』

の
本
屋
新
七
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
な
お
、
長
友
千
代
治
「
商
業

出
版
の
開
始
」『
江
戸
時
代
の
書
物
と
読
書
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇

〇
一
、初
出
は
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
七 

変
革
期
の
文
学
Ⅱ
』（
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
〇
））
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
2
）　

連
続
活
字
は
、
一
五
九
八
年
刊
の
『
さ
る
ば
と
る
む
ん
じ
』
や
、

一
五
九
九
年
刊
の
『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
』
等
の
キ
リ
シ
タ
ン
版
で
既

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
朝
鮮
版
で
も
暦
や
族
譜
な
ど
に
は

数
文
字
を
一
つ
の
活
字
に
し
た
も
の
が
あ
っ
た
と
も
い
い
、
そ
の
影

響
の
存
在
も
考
え
得
る
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
発
想
で
産
み
出
す
こ
と

が
可
能
な
技
法
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
キ
リ
シ
タ
ン

版
の
連
続
活
字
に
つ
い
て
は
、
白
井
純
氏
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
連
綿

活
字
に
つ
い
て
」（『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』
七
六
、

二
〇
〇
八
・
九
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
3
）　

古
活
字
版
で
も
、
跋
文
な
ど
で
筆
者
の
筆
跡
を
そ
の
ま
ま
残
し
た

い
場
合
に
は
整
版
も
併
用
さ
れ
て
い
る
。
慶
長
年
間
刊
『
無
言
抄
』

の
里
村
紹
巴
と
空
性
法
親
王
の
跋
文
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。

（
4
）　

序
文
的
な
部
分
に
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
年
記
が
あ
る
、
持
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明
院
基
時
の
入
木
道
伝
書
『
異
本
持
明
院
殿
口
伝
基
時
卿
』（
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
文
化
財
団
蔵
本
）に
は
、「
一 

物
語
は
二
枚
除
三
枚
め
よ
り
書
」・

「
一 
集
は
二
枚
除
き
三
枚
目
の
端
か
ら
書
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

写
本
に
お
い
て
は
物
語
と
歌
集
と
で
書
き
出
し
位
置
を
変
え
る
と
の

故
実
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
綴
葉
装
を
基
準
と
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
が
、
歌
集
は
「
端
」
つ
ま
り
丁
裏
か
ら
書
き
始
め
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
説
は
、
鎌
倉
時
代
の
世
尊
寺
行
房

『
右
筆
条
々
』
に
「
於
公
物
除
二
表
紙
付
一
枚
并
一
枚
一
、
自
第
三
枚

之
端
可
書
、
…
又
於
物
語
者
置
端
三
枚
可
書
之
」（
続
群
書
類
従
本
）

等
と
あ
る
こ
と
と
繋
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
綴
葉
装

の
『
新
古
今
集
』
古
写
本
を
確
認
し
て
み
る
と
、
序
は
必
ず
し
も
裏

始
ま
り
と
は
な
ら
な
い
が
、
和
歌
部
分
は
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
た
だ
し
袋
綴
で
あ
る
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
文
永
本
の

現
存
三
冊
で
は
、
巻
頭
は
表
始
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
猶
、
近
世
期

の
整
版
の
勅
撰
集
版
本
は
丁
表
か
ら
本
文
が
始
ま
る
の
が
普
通
で
あ

る
。

（
5
）　

ち
な
み
に
乙
種
に
も
尾
題
が
あ
り
、
第
二
冊
の
末
尾
に
「
新
古
今

和
歌
集
巻
第
上
終
」
と
、第
四
冊
に
は
「
新
古
今
和
歌
集
巻
第
下
終
」

と
あ
っ
て
、
や
は
り
上
下
の
二
つ
に
分
け
る
意
識
が
確
認
で
き
る
。

（
6
）　

例
え
ば
、『
天
正
記
』
第
一
種
本
（
慶
元
中
刊
、
一
一
行
二
〇
字
、

字
面
の
高
さ
約
七
寸
、
濁
点
附
活
字
を
混
ず
）
等
は
、
形
式
や
活
字

の
書
風
が
近
い
。
同
じ
活
字
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
制
作
場
所
が

近
い
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
7
）　

例
え
ば
、伝
公
任
筆『
古
今
和
歌
集
』で
は
、「
文
屋
や
す
ひ
て
」・「
み

恒
」・「
さ
き
の
大
ま
う
ち
君
」・「
ふ
か
や
ふ
」
等
と
い
う
具
合
の
仮

名
書
が
多
い
。

（
8
）　
「
枕
」
は
「
椿
」
の
誤
写
か
。

（
9
）　

浅
田
徹
氏
「『
不
違
一
字
』
的
な
書
写
態
度
に
つ
い
て
」『
中
世
和

歌
史
料
と
論
考
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
二
）
参
照
。

（
10
）　
「
御
室
御
本
」
等
と
称
さ
れ
る
伝
本
で
、
複
数
の
『
新
古
今
集
』

奥
書
に
そ
の
痕
跡
が
見
え
て
い
る
。
後
藤
重
郎
『
新
古
今
和
歌
集
の

基
礎
的
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
六
八
）、『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
五 

新
古
今
和
歌
集 

文
永
本
』（
朝
日
新
聞
社
、二
〇
〇
〇
）
解
題
参
照
。

（
11
）　

例
え
ば
、『
日
本
古
典
文
学
事
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
）
の

金
子
和
正
執
筆
の
「
古
活
字
版
」
項
に
も
、「
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
、

『
伊
勢
』『
源
氏
』『
狭
衣
』『
万
葉
』な
ど
若
干
の
古
典
を
別
に
す
れ
ば
、

伝
存
す
る
古
写
本
に
決
し
て
劣
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
に
現
れ

た
整
版
本
に
比
べ
る
と
遙
か
に
優
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
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（
12
）　

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
刊
二
十
一
代
集
の
『
古
今
集
』
が
、
伝

嵯
峨
本
の
本
文
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
の
指
摘
が
、川
上
新
一
郎
氏「
古

今
和
歌
集
版
本
考(

続) 

」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
三
五
、二
〇
〇
・
二
）

に
あ
り
、
そ
の
刊
行
の
下
限
は
確
定
で
き
る
。

（
13
）　

横
井
金
男
『
古
今
伝
授
の
史
的
研
究
』（
臨
川
書
店
、一
九
八
〇
）、

片
桐
洋
一
氏
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
全
六
巻
（
赤
尾
照
文
堂
、

一
九
七
一
〜
一
九
八
七
）
等
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
14
）　

注
一
所
掲
の
長
友
千
代
治
論
文
。

（
15
）　

渡
辺
守
邦
氏
「
版
面
を
読
む
─
古
活
字
版
の
印
刷
法
臆
断
─
」『
古

活
字
版
伝
説 

近
世
初
頭
の
印
刷
と
出
版
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八

七
）。

《
附
記
》　

本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
七
月
一
二
日
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
コ
レ
ッ
ジ
で
開
催
さ
れ
た
、「
写
本
・
版
本 

ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
国
際
集
会
」
に
お
い
て
発
表
し
た
、「
古
活
字
版
『
新
古
今
和

歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て
」
の
内
容
に
、
補
訂
を
加
え
て
成
稿
し
た
も
の
で

あ
る
。
資
料
閲
覧
に
際
し
御
高
配
を
賜
っ
た
大
英
図
書
館
の
方
々
や
、

発
表
時
に
貴
重
な
御
意
見
を
賜
っ
た
諸
氏
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

ま
た
本
稿
は
、
二
〇
一
三
〜
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究

（
Ａ
）「
室
町
〜
江
戸
期
に
お
け
る
写
本
と
版
本
の
関
係
に
つ
い
て
の
総

合
的
研
究
（
代
表
石
川
透
）」
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。


